
新聞の記事や写真をコピーした
授業用のプレゼン資料を作成し、
クラスに配布する。 

授業に必要な教科書や新聞記事などの文章・
図を資料にまとめ、児童生徒のみ利用できる
クラウド・サーバにアップロードする。 

教員が授業の動画を収録し、
クラスの児童生徒のみがアクセスして
視聴できる方式で配信する。 

運動会の際に音楽等を利用し、その様子を保護者などにも配信する。 

インターネットでつないだ遠隔合同授業
（同時中継）で他の会場に送信

①リアルタイム配信 無許諾・補償金の支払いで、実施可能。 
②オンデマンド配信 特別活動の主催者（学校長等）が視聴期間をあらかじめ設定し、
視聴期間終了後にコンテンツを即時抹消・破棄することを条件に、無許諾・補償金の支
払いで実施可能。ただし、URLの拡散、映像の保存やインターネット上の転載を行わない
こと等を、配信を受ける保護者から同意を得る必要があります。

運動会、文化祭などの特別活動の模様は、一定の条件のもと、保護者や協力者（来賓や開催に
伴い協力を得た地域ボランティアなど）へインターネット配信することができます。

なお、記念品として配付する目的で、著作物が含まれる特別活動の映像を保存する場合は、授業に該当せず、教員や児童・生徒等の
利用ではないことから、著作者・著作隣接権者等からの許諾が必要です。

留意点

インターネット送信を伴う利用の場合、学校等の設置者（教育委員会、学校法人等）によるSARTRASへの事前登録が必要です。

（授業目的公衆送信補償金等管理協会）
SARTRAS

補償金の支払い 補償金の分配

学校等の教育機関における
インターネット送信
　・リアルタイム配信授業
・オンデマンド配信授業
　・予習復習用メール送信  など

※遠隔合同授業のみ行う場合は、
SARTRASへの事前登録は不要、
　無償で実施可能。

学校等の設置者 指定管理団体

権利者
補償金等登録・申請システム
（TSUCAO） 

学校の授業における複製またはインターネット送信（第35条）１
適用例

５～６ページの確認フローチャートを参照どうすれば自由に利用できる？
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算数のドリルを児童生徒に購入させず、
コピーして配布する。

文書作成ソフト、表計算ソフト、
ＰＤＦ編集ソフトなどの
アプリケーションソフトを
授業の中で使用するために複製する。

履修者等の数を明らかに超える部数を
コピーする。 

社会科の資料集の写真を製本し、
いつでも使える教材にする。

授業に該当しない教職員会議の資料に
コピーする。

算数のドリルを児童生徒に購入させず、
スキャンしてクラウド・サーバに
アップロードし利用させる。

画集から多くの作品をスキャンして
クラウド・サーバにアップロードし、
教員間で共有する。

絵本の読み聞かせ動画や、
映像・楽曲を、
いつでも視聴・ダウンロード
できるようにする。

教科書の解説授業を、学校のホームページに
アップロードし、誰でも見られる状態にする。

計算
ドリル

許諾が必要
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非該当

非該当

非営利目的で設置された教育機関ですか？ 

はい

該当例 非該当例

いいえ

第35条の利用要件確認フローチャート

1

許
諾
が
必
要

●幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、
特別支援学校、高等専門学校、各種学校、専修学校、大学など（学校
教育法）

●防衛大学校、税務大学校、自治体の農業大学校等の大学に類する教育
機関（各省の設置法や組織令など関係法令等）

●職業訓練等に関する教育機関（職業能力開発促進法等）
●保育所、認定こども園、学童保育（児童福祉法、就学前の子どもに
　関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律）  
●公民館、博物館、美術館、図書館、青少年センター、生涯学習センター、
その他これに類する社会教育施設（社会教育法、博物館法、図書館法
など）

●教育センター、教職員研修センター（地方教育行政の組織及び運営に
関する法律など）

●学校設置会社経営の学校（構造改革特別区域法。営利目的の会社に
より設置される教育機関だが、特例で教育機関に該当）

●営利目的の会社や
個人経営の教育施設

●専修学校または各種
学校の認可を受けて
いない予備校・塾

●カルチャーセンター
●企業や団体等の
研修施設

該当例 非該当例
●講義、実習、演習、ゼミなど（名称は問わない）
●初等中等教育の特別活動（学級活動・ホームルーム活動、
クラブ活動、児童・生徒会活動、学校行事、その他）や部活動、
課外補習授業など

●教育センター、教職員研修センターが行う教員に対する教育
活動

●教員の免許状更新講習
●通信教育での面接授業、通信授業、メディア授業など
●学校その他の教育機関が主催する公開講座（自らの事業として
行うもの。収支予算の状況等に照らし、事業の規模等が
相当程度になるものについては別途検討する）

●履修証明プログラム
●社会教育施設が主催する講座、講演会など（自らの事業として
行うもの）

●入学志願者に対する学校
説明会、オープンキャンパス
での模擬授業など
●教職員会議
●大学でのFＤ、ＳＤとして実施
される、教職員を対象とした
セミナーや情報提供
●高等教育での課外活動
（サークル活動など） 
●自主的なボランティア活動
（単位認定がされないもの） 
●保護者会 ・学校その他の
教育機関の施設で行われる
自治会主催の講演会、ＰＴＡ
主催の親子向け講座など

「授業」での利用ですか？ 2
該
当

はい 次ページに続く 
該
当

いいえ

以下のフローチャートは、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）が公開している
著作権法第35条運用指針をもとに作成しております。 詳細については、右記ＱＲコードをご確認ください。
改正著作権法第35条運用指針（令和3（2021）年度版）
改正著作権法第35条運用指針（令和3（2021）年度版）特別活動追補版
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非該当

いいえ

非該当

いいえ

許
諾
が
必
要

はい
該
当

計算
ドリル

2章1章

利用者は「教育を担任する者」や「授業を受ける者」ですか？ 

教育を担任する者 

3

必要と認められる限度の利用であること 4
「必要と認められる限度」については、
授業の内容や進め方等の実態によって
判断が異なります。

授業では扱わない文献（学生が読んでおいた方が参考
になる文献）を、全部複製して提供するような行為。

授業を受ける者

※授業用資料を、事務補助員に依頼し印刷することも可

NG

非該当例

教諭、教授、講師など（名称、教員免許状の有無、常勤・
非常勤などの雇用形態は問わない） 

名称や年齢を問わず、実際に学習する者（児童、生徒、
学生、科目等履修生、受講者など） 

教員間での
使用や、
教育委員会が
資料を
コピーして、
各学校に
配付する
行為。

非該当例

生徒間で、
複製した資料の配布や、
メール等での送受信を
行う 

先生が資料をコピーして
生徒に配布したり、
生徒に資料を送信する。 

結果として出版物のほとんどを
利用することになる場合 
授業の1回目で第1章、2回目で第2章といった利用など 

長期間の保存を目的とした製本や
組織的に素材をストックし、
ライブラリ化すること 

問題集、ドリル、教育ソフト、
部活動で使われる楽譜、脚本 など 

教員や児童生徒が購入等することが
想定された著作物を利用する場合 

※その他、公表された著作物の利用であること、原則として著作物の題名や著作者名などの
「出所の明示」をすることが必要となります。

著
作
権
者
等
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
可
能
性
が
高
い
例

上記　 から　 の全てに該当する場合であっても、
著作権者の利益を不当に害する利用の場合は、許諾が必要です。 

1 4
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社説

社説

試験問題

試験問題

試験問題としての複製（オンライン試験を含む）（第36条）２

レポート作成などでの「引用」（第32条第1項）３

適用例

適用例 許諾が必要

許諾が必要

どうすれば自由に利用できる？

どうすれば自由に利用できる？

①既に公表された著作物であること
②試験・検定の目的上必要な限度内の複製や送信であること
③「営利目的」の試験・検定の場合は著作権者に補償金
を支払うこと

④その著作物の種類や用途、送信の形態などから判断して、
著作権者の利益を不当に害しないこと

⑤原則として著作物の題名、著作者名などの「出所の明示」
をすること

①既に公表された著作物であること
②利用方法が、「公正な慣行」に合致していること（例：自分の考えを
補強するためなど作品を引用する「必然性」があること）

③利用の目的が、報道、批評、研究などのための「正当な範囲内」で
あること（例：引用の分量については、自ら作成する部分が「主」で、
引用される部分（他人の作品）が「従」であること）

④引用部分については、カギ括弧などを付して、
明確にすること

⑤著作物の題名、著作者名などの「出所の明示」
をすること

小説や社説などを用いた試験問題を出題する場合

インターネット試験において、小説や社説などを
試験問題として出題する場合

入学試験の終了後、その試験問題をホームページに
掲載する場合（②の条件に違反）

インターネット試験において、市販されているドリル
などを試験問題として出題する場合（④の条件に違反）

教員が、研究会の発表資料を作る際に、指導の成果を比較して解説するため、記念文集の
作品の一節を「引用」して使う場合

地域産業の歴史について調べている生徒が、自分の考えを補強するにあたり、博物館の
ホームページから入手した郷土の歴史の文章の一部分を「引用」して使う場合

美術部の生徒が、ある画家の一生を取り上げた発表資料を作る際に、表現技法の解説の
ため何点かの作品を「引用」して使う場合

小説の感想文の結論部
分に、他の雑誌に載っ
ていたその小説に関す
る評論文をそのまま使
う場合
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これまで紹介してきた自由利用の規定では、著作物を利用する際、誰の著作物かを明らかにすることが
法律上要求されています（第48条）。 
これが、通常「出所の明示」と呼ばれているもので、利用形態に応じ、合理的と認められる方法及び程度
により、著作物の題名、著作者名、出版社名などを明示しなければなりません。 

許諾が必要

文化祭、部活動などでの上演等（第38条第1項）４
どうすれば自由に利用できる？

①作品を利用する行為が上演、演奏、上映、口述（朗読など）
のいずれかであること

②既に公表された著作物であること
③営利を目的としないこと
④聴衆又は観客から鑑賞のための料金等を取らないこと

⑤演奏したり、演じたりする者に報酬が支払われないこと
⑥原則として著作物の題名、著作者名などの「出所の明示」
をすること

適用例

文化祭などでブラスバンド部の演奏や演劇部の演劇を行う場合

音楽会などにおいて、観客から鑑賞の料金を取る場合（④の条件に違反）
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文化庁では、著作権教育教材として、動画教材やQ&A集などを
ホームページで公開しています。

詳細は、QRコードからご確認ください。

学級通信や学校のホームページにインターネット上のイラスト画像を掲載したいのですが、
非営利の利用なので、勝手に使っても問題ないですか？

利用規約等を確認することが必要です。

Q.

A.
　学級通信や学校のホームページにイラスト画像を掲載する行為は、“授業の過程”における
利用には該当しないため、例外措置（第 35条）は適用されず、著作権者の許諾が必要です。
　イラスト画像に「著作権フリー」などの表示があっても、例えば、個人利用は認めるが、
業務上の利用は認めないといった条件を定めている場合もあります。後でトラブルが
生じないよう利用条件をよく確認するようにしましょう。

テレビで放送された教育番組をビデオに録画して、翌日の授業の中で生徒に見せる場合、
著作権の問題がありますか。

問題ありません。

Q.

A.
　著作権法では、学校等の授業のために必要な範囲内で、先生や授業を受ける者が、公表
された著作物を複製することが認められていますので、授業で使うためにテレビ番組を録画
することも可能です（第３５条）。　
　また録画した番組を再生して生徒に見せることは、一般に映画の著作物の上映にあたり
ますが、非営利、無料の上映は、著作権者の了解を必要としないことになっています
（第３８条第１項）。

児童・生徒の顔写真を学校のホームページ等で使用したいのですが、
注意すべきことはありますか。

児童・生徒の顔写真（肖像）を利用する場合、肖像権の取り扱いに注意しましょう。

Q.

A.
　肖像権とは、自己の肖像をみだりに他人に公開されない権利で、プライバシー権の一つ
とされています。我が国では、肖像権は法律によって定められておらず、判例によって確立
されてきた権利です。
　他人の肖像を利用する場合、あとでトラブルが生じないよう、事前に本人や保護者の
承諾を得ておく必要があるでしょう。
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目の健康に関する啓発資料

【子供の目の健康を守るための啓発資料】
https://www.mext.go.jp/content/20240730-
mxt_kenshoku-000031776_11.pdf

【近視について解説した資料（A4仕様）】
https://www.mext.go.jp/content/20240828-
mxt_kenshoku-000031776_01.pdf

【近視について解説した資料（A3仕様）】
https://www.mext.go.jp/content/20240828-
mxt_kenshoku-000031776_02.pdf
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初等中等教育局教育課程課教育課程第一係

工夫事例（指導案）

各都道府県等で行われている道徳の
授業の実践例（指導案）のうち、「考え、
議論する道徳」の授業づくりの参考と
なると考えられる事例を紹介。

文部科学省作成資料教育委員会作成指導資料授業で使える郷土教材

教科書とあわ
せて、授業で活
用できる郷土
の伝統や文化、
偉人などに関
するものなど、
各都道府県等
が作成した地
域の特色ある
教材を紹介。　

各都道府県等
の教育委員会
が、教師向けに
独自で作成し
た道徳教育の
ポイント等をま
とめた指導資
料や実践資料
集等を掲載。

「私たちの道徳」
や「心のノート」
等、これまで文
部科学省におい
て作成してきた
教材をまとめて
掲載。

実際の授業の映像と授業者へのインタビュー
を通して、「考え、議論する道徳」の授業づくり
の参考となる工夫のポイントを紹介。研修等
においても活用しやすいように１事例２０分
程度の動画として編集している。 「自分ならば
こういう工夫をする」「この発問は効果的であ
る」といったことを話し合ったり、検討したり
するなど、様々な方法で活用いただくことを
想定。

文部科学省では、「特別の教科 道徳」の趣旨の実現を

図るため、「考え、議論する道徳」の授業づくりの参考となる

映像資料等を提供し、学校の取組を全力で支援します。

全国の優れた実践事例・参考資料を集めた教師のためのWebサイト
https://doutoku.mext.go.jp

道徳教育アーカイブ

授業映像 いじめ防止を扱う実践事例

道徳の授業における実践例に加え、
特別活動（生徒会活動）で取り組む事
例を含め、各都道府県で実際に行わ
れている、いじめの防止に関わる具
体的な問題場面を取り扱った事例を
紹介。

道徳教育アーカイブ

道徳教育を知るための資料

道徳教育を知るための基礎資料とし
て、道徳の「特別の教科」化の経緯に
関する資料、学習指導要領解説や研
修用資料、道徳教育実施状況調査の
結果及び結果のポイントについての教
科調査官による解説動画などを掲載。

-62-



背景

「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」（指導の手引き）

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）
（令和3年3月）

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）
（令和4年3月）

総合的な学習の時間は、変化の激しい社会に対応して、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行う
ことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目標にしていることから、これ
からの時代においてますます重要な役割を果たすことが期待されます。是非、指導の改善・充実に向けて本書をご活用ください。
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         総合的な探究の時間の展開」（高等学校編）
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●本書では、学習指導要領の改訂を踏まえ、総合的な探究の時間に係る計画の基本的な考え方や具体例、学習指導及び総合的な探究の時間を
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今、求められる力を高める
総合的な探究の時間の展開

未来社会を切り拓く確かな資質・能力の育成に向けた
探究の充実とカリキュラム・マネジメントの実現

令和５年３月

（高等学校編）

今、求められる力を高める
総合的な探究の時間の展開

（高等学校編）（令和5年3月）
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総合的な探究の時間において
求められる授業改善
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第
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総合的な探究の時間と
カリキュラム・マネジメント

18

１．これまでの総合的な学習の時間の成果と課題 

今回の学習指導要領の改訂では，高等学校の総合的な学習の時間の名称を「総合的な探究の時間」

に変更した。これは，中央教育審議会答申における「小・中学校における総合的な学習の時間の取組

の成果を生かしつつ，より探究的な活動を重視する視点から，位置付けを明確化し直すことが必要」

との指摘を踏まえたものである。

これまでの高等学校の総合的な学習の時間では，「はじめに」で述べた生徒・教師・地域の変容に

見られるように，生徒が学習の意義や価値を見いだしたり，地域の活性化につながったりするような

事例が生まれている。教師の姿勢にも変化が見られ，学校の雰囲気も変わりつつある。その一方で，

例えば，「平成27年度学習指導要領実施状況調査（高等学校　総合的な学習の時間）」の結果を見ると，

探究の過程に関する質問のうち，「課題の設定」，「情報の収集」，「整理・分析」において，肯定的な

回答をしている生徒の割合は50％を上回っている一方で，「まとめ・表現」においては，肯定的な回

答をしている生徒の割合は35％を下回っている（図１）。また，「整理・分析」，「まとめ・表現」に

関する質問において，学校質問紙調査では肯定的な回答をしている教師の割合は約80％である（図２）

のに対して，生徒質問紙調査では，肯定的な回答をしている生徒の割合は約35％から約50％にとど

まっている。

第1章 これまでの総合的な学習の時間の
成果と探究の充実

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

⑷自分の考えを分かりやすくまとめたり，
　発表したりしている

⑶自分で集めた情報を整理したり，
　それをもとに考えたりしている

⑵自分で調査をしたり，コンピュータや本などを
　使ったりして，情報を集めている

⑴自分課題を決めて，解決に向けて取り組んでいる 19.8％ 33.6％ 26.1％ 18.1％

21.7％ 33.1％ 23.9％ 18.8％

17.1％ 33.2％ 27.8％ 19.4％

10.9％ 23.0％ 33.6％ 30.0％

2.4％

2.4％

2.4％

2.4％

否定的 44.1％否定的 44.1％肯定的 53.4％肯定的 53.4％

否定的 42.7％否定的 42.7％肯定的 54.9％肯定的 54.9％

否定的 47.2％否定的 47.2％肯定的 50.3％肯定的 50.3％

否定的 63.6％否定的 63.6％肯定的 34.0％肯定的 34.0％

■している　　■どちらかといえばしている　　■どちらかといえばしていない　　■していない　　■その他・無回答

図１　生徒質問紙調査における肯定的な回答と否定的な回答の割合
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第1編　第２章　充実した総合的な探究の時間を実現するための学習指導

第
２
章第１節　　総合的な探究の時間における指導のポイント

今回の改訂においては，「横断的・総合的な学習」を，「探究の見方・考え方」を働かせて行うこと

を通して，自己の在り方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための「資質・能力」

を育成することを目指している。この「探究の見方・考え方」とは，各教科・科目等における見方・

考え方を総合的・統合的に活用するとともに，広範で複雑な事象を多様な角度から俯瞰して捉え，実

社会・実生活の課題を探究し，自己の在り方生き方を問い続けることであると言える。この探究の見

方・考え方は，各教科・科目等の見方・考え方を活用することに加えて，「俯瞰して対象を捉え，探

究しながら自己の在り方生き方を問い続ける」という，総合的な探究の時間に特有の物事を捉える視

点や考え方である。つまり，探究の見方・考え方を働かせるということは，これまでのこの時間にお

いて大切にしてきた課題の解決や探究活動の一層の充実が求められていると考えることができる。

本節においては，今回の改訂の趣旨を実現するための具体的な学習指導のポイントを，次の二つに

分けて示していく。一つは，「学習過程を探究の過程にすること」とし，探究の過程のイメージを明

らかにしていく。もう一つは，「他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること」とし，探究

の過程の更なる充実に向けた方向性を明らかにしていく。

１．学習過程を探究の過程にすること 

学習過程を探究の過程とするためには，以下のようになることが重要である。

①【課題の設定】体験活動などを通して，課題を設定し課題意識をもつ
②【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする
③【整理・分析】収集した情報を，整理したり分析したりして思考する
④【まとめ・表現】気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，判断し，表現する

なお，ここでいう情報とは，判断や意思決定，行動を左右する全ての事柄を指し，広く捉えている。

言語や数字など記号化されたもの，映像や写真など視覚化されたものによって情報を得ることもでき

るし，具体物との関わりや体験活動など，事象と直接関わることによって情報を得ることもできる。

もちろん，こうした探究の過程は，いつも①～④が順序よく繰り返されるわけではなく，順番が前

後することもあるし，一つの活動の中に複数のプロセスが一体化して同時に行われる場合もある。お

よその流れのイメージであるが，このイメージを教師がもつことによって，探究を具現するために必

第2章 充実した総合的な探究の時間を
実現するための学習指導
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第１節　　単元計画作成の基本的な考え方

単元とは，課題の解決や探究活動が発展的に繰り返される一連の学習活動のまとまりという意味で

ある。単元計画の作成とは，教師が意図やねらいをもって，このまとまりを適切に生み出そうとする，

教師の自律的で創造的な営みである。学校として，既に十分な実践経験が蓄積され，例年実施する価

値のある単元計画が存在する場合においても，目の前の生徒の実態，社会の変化や課題に即した単元

へと改善するために，単元を構想し，計画を練り直すことが必要である。

単元計画の作成は，大きく次の二つに分けることができる。まず，単元を構想する。次に，単元計

画を具体的に書き表す。実際には，必ずしも単元構想から計画へと移るのではなく，二つの作業を行

きつ戻りつすることを繰り返し，よりよい単元計画を作成していくことが大切なことである。

１．単元計画作成の手順 

単元計画の作成に当たっては，図１「単元計画作成の手順チャート」に沿って，以下のⒶからⒼの

手順が考えられる。

第4章 単元計画の作成

Ｃ 探究活動として単元が展開するイメージを思い描く

全体計画・年間指導計画を踏まえる

Ｂ 三つの視点から，中心となる活動を思い描く

生徒の
関心や疑問

教師の意図

教材の特性

生徒の関心や疑問
を生かす

意図した学習を
効果的に生み出す

Ｄ 単元構想の実現が可能かどうか検討する
（授業時数，学習環境，学習形態・指導体制，各教科・科目
等との関連等，多様な視点から）

Ｅ 単元計画としての学習指導案を書き表す

Ａ

Ｆ 単元の実践

単
元
を
構
想
す
る

単
元
計
画
を
具
体
的
に
書
き
表
す

指
導
計
画
の
評
価
と
改
善

G

図１　単元計画作成の手順チャート
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総合的な探究の時間では，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開するよう，各学校において

目標や内容を定めて実施することが求められている。各学校により，生徒に育てようとする資質・能

力も異なることから，それらを踏まえ，評価の観点や評価規準を設定し，評価活動を適切に進めてい

く必要がある。この時間の評価には，生徒の学習状況の評価はもとより，各学校の指導計画や教師の

学習指導の評価も含むものである。

第１節　　生徒の学習状況の評価

１．学習評価の基本的な考え方 

生徒の学習状況の評価は，この時間の目標について，どの程度実現しているのかという状況を把握

することによって，適切な学習活動に改善するためのものである。また，その結果を外部に説明する

ためのものである。それには，各学校において定める内容に示す具体的な資質・能力が適切に育まれ

ているのかを，生徒の学習状況から丁寧に見取ることが求められる。

学習状況の評価は，教師にとっては，生徒にどのような資質・能力が身に付いたのかを明確にし，

生徒の学習活動を改善するためにどのような指導・支援を行えばよいかを映し出してくれる。生徒に

とっても，自分の学習状況を把握し，自己を見つめ直すきっかけになり，その後の学習や発達を促す

働きをする。評価が変われば授業が変わり，それにより生徒が育つ。一人一人の生徒の伸びや成長に

つながる評価を行うことが欠かせない。

総合的な探究の時間における生徒の学習状況の評価を適切に実施するには，信頼される評価の方法

であること，多面的な評価の方法であること，学習状況の過程を評価する方法であること，の三点が

重要である。

第１に，信頼される評価とするためには，およそどの教師も同じように判断できる評価が求められ

る。例えば，あらかじめ指導する教師間において，評価の観点や評価規準を確認しておき，これに基

づいて生徒の学習状況を評価することなどが考えられる。この場合には，評価の観点を，一単位時間

で全て評価しようとするのではなく，年間や，単元などの内容や時間のまとまりを通して，一定程度

の時間数の中において評価を行うように心掛ける必要がある。

第２に，生徒の成長を多面的に捉えるために，多様な評価方法や評価者による評価を適切に組み合

わせることが重要である。多様な評価の方法としては，例えば次のようなものが考えられる。

第5章 学習指導や指導計画の評価
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第2編　第６章　総合的な探究の時間を支えるための体制づくり

第
６
章

第１節　　校長のリーダーシップと体制整備の視点

１．求められる校長のリーダーシップ 

各学校においては，育成を目指す資質・能力を明らかにし，教科・科目等横断的な視点をもって教

育課程の編成と実施を行うとともに，地域の人的・物的資源を活用するなどして実社会・実生活に生

徒が関わることを通じ，変化の激しい社会を生きるために必要な資質・能力を育むことが求められて

いる。校長は，資質・能力の育成に向けて，生徒が実社会・実生活と接点をもちつつ，多様な人々と

つながりをもちながら学ぶことのできる教育課程の編成と実施を行わなければならない。このことは，

以下のようなサイクルで行われる。

第6章 総合的な探究の時間を支えるための 
体制づくり

① 地域や学校，生徒の実態等の
現状を把握する。

② 育成を目指す生徒の姿等を目
標として設定する。

③ 目標と現状のギャップを分析
し，目標の達成を促す要因や
阻害する要因を考察する。

④ 目標の達成度を測る具体性の
ある評価項目を決める。

⑤ 適切なカリキュラムを編成
し，それを支える体制を整備
する。

⑥ 指導計画に沿って実践する。
⑦ 成果・効果を評価・省察して
カリキュラムを改善する。

その際，校長のリーダーシップの下，全教職員がホームルーム，学年の枠を越えた，研究実践や意

見交換等を実施しながら，適切な指導計画を作成することが重要となる。また，指導計画を作成する

際も，実施する際も学校の外部との連携が必要となり，ここにも校長のリーダーシップが必要となる。

DO

PLAN

DO

生徒の将来像

課題の設定

生徒の探究活動

担当者のマネジメント

管理職のマネジメント

情報の収集 まとめ・表現

ACTION

ACTION

CHECK

CHECK

PLAN

整理・分析

要
因
の
考
察

現状の把握

今，求められる力

ギ
ャ
ッ
プ

図１　教育課程の編成と実施のサイクル
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カリキュラム・マネジメントは，学校教育に関わる様々な取組を，教育課程を中心に据えて組織的

かつ計画的に実施し，教育活動の質の向上につなげていくものであり，高等学校学習指導要領第１章

総則第１款５において次の三つの側面が示されている。

①内容等を教科・科目等横断的な視点で組み立てていくこと
②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと
③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

これらは，①が教科・科目等横断的なカリキュラム・デザイン，②がPDCA サイクルを通した教

育課程やその下での教育活動の検証・改善，③が学校内外のリソース活用，を指しており，それぞれ

が，各学校で育成を目指す資質・能力を育むことを目的とした組織的・計画的な取組と位置付けられ

る。関連して，同章第６款１アでは，「各学校においては，校長の方針の下に，校務分掌に基づき教

職員が適切に役割を分担しつつ，相互に連携しながら，各学校の特色を生かしたカリキュラム・マネ

ジメントを行うよう努めるものとする。（後略）」と示されているように，カリキュラム・マネジメン

トは校長が定める学校の教育目標など教育課程の編成の基本的な方針や校務分掌等に基づき行われる

ことを示しており，全教職員が適切に役割を分担し，相互に連携することが必要である。

一方，同章第２款１において，教育課程の編成に当たって，学校教育全体や各教科・科目等におけ

る指導を通して育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にすることとともに，

各学校の教育目標を設定するに当たっては，第４章総合的な探究の時間の第２の１に基づき定められ

る目標との関連を図るものとするとされた。

各学校における教育目標には，地域や学校，生徒の実態や特性を踏まえ，主体的・創造的に編成し

た教育課程によって実現を目指す生徒の姿等が描かれることになる。各学校における教育目標を踏ま

え，総合的な探究の時間の目標を設定することによって，総合的な探究の時間が，各学校の教育課程

の編成において，特に教科・科目等横断的なカリキュラム・マネジメントという視点から，極めて重

要な役割を担うことが今まで以上に鮮明となった。それゆえ，総合的な探究の時間におけるカリキュ

ラム・マネジメントの充実について検討することは，教育活動の質を向上させ，学習の効果の最大化

を図る上で極めて重要である。

本書第２編では，総合的な探究の時間におけるカリキュラム・マネジメントの充実のための具体的

な方策について解説する。カリキュラム・マネジメントの三つの側面について，①については２章か

ら４章，②については５章，③については６章で論じている。

第1章 カリキュラム・マネジメントの充実
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第2編　第２章　全体計画の作成

第
２
章

第１節　　全体計画の基本的な考え方

１．全体計画の概要 

全体計画とは，指導計画のうち，学校として，総合的な探究の時間の教育活動の基本的な在り方を

示すものである。具体的には，各学校において定める目標及び内容について明記するとともに，学習

活動，指導方法，指導体制，学習の評価等についても，その基本的な内容や方針等を概括的・構造的

に示すことが考えられる。

全体計画に盛り込むべきものとしては，①必須の要件として記すもの，②基本的な内容や方針等を

概括的に示すもの，③その他，各学校が自分の学校の全体計画を示す上で必要と考えるもの，の三つ

に分けて考えられる。

①必須の要件として記すもの
・各学校における教育目標
・各学校において定める目標
・ 各学校において定める内容（目標を実現するにふさわしい探究課題，探究課題の解決を通して
育成を目指す具体的な資質・能力）

②基本的な内容や方針等を概括的に示すもの
・学習活動
・指導方法
・指導体制（環境整備，外部との連携を含む）
・学習の評価
③その他，各学校が全体計画を示す上で必要と考えるもの
・ 年度の重点，地域の実態，学校・課程・学科の実態，生徒の実態，保護者の願い，地域の願い，
教職員の願い

・ 各教科・科目等との関連，地域や大学との連携，小学校や中学校との連携，高等学校間の連携
など

その他，全体計画には，各学校が必要と考える事項を加えることができる。

以上を書き表した全体計画の様式の例が図１である。必要な要素が含まれていれば，その様式は，

各学校で自由に定めることができる。

第2章 全体計画の作成
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第2編　第３章　年間指導計画の作成

第
３
章

第１節　　年間指導計画の基本的な考え方

１．年間指導計画とその構成要素 

年間指導計画は，学年の始まる４月から翌年３月までの１年間における生徒の学びの変容を想定し，

時間の流れに沿って具体的な学習活動を構想し，単元を配列したものである。各学校で作成した総合

的な探究の時間の全体計画を踏まえ，学年やホームルームにおいて，その年度の総合的な探究の時間

の学習活動の見通しをもつために１年間の流れの中に単元を位置付けて示すものである。どの時期に，

どれくらいの時間を掛けて，どのように学習活動を展開するのか，また，探究課題の解決を通して育

成を目指す資質・能力を中心に計画を立てることで，１年間にわたる具体的な生徒の学習の様子を思

い描きながら構想を立てるようにしたい。

特に，今次改訂の高等学校学習指導要領では，第４章総合的な探究の時間第３の１の（1）におい

て，「年間や，単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること」と示されたことを踏まえることが重

要である。ここで「年間」という視点が入れられているのは，他の教科・科目等との関連を意識して

主体的・対話的で深い学びの実現を図るためには，単元だけでなく年間を見通すということが大変重

要であるという，総合的な探究の時間の特質を踏まえたものである。

年間指導計画には特に固定的な様式はないが，各学校が実施する教育活動の特質に応じて必要な要

素を盛り込み，活用しやすい様式に工夫して表すことが大切である。その際，各学校が作成する全体

計画に示されたこの時間の目標及び内容との関連性に十分配慮することが重要である。

年間指導計画に含まれる基本的な構成要素としては，単元名，各単元における主な学習活動，活動

時期，予定時数などがある。これらの要素に加えて，単元のねらい，生徒の意識，各教科・科目等と

の関連，他学年や中学校，地域や外部講師との関連などを記すことが考えられる。なお，複数の学科

をもつ学校では，各学科の特色等に応じて，それぞれに年間指導計画を作成することも考えられる。

１年間の学習活動の展開を構想する際には，地域や学校の特色に加えて，各学校において積み重ね

てきたこれまでの実践を振り返り，その成果を生かすことで，事前に準備を進めることができる。こ

れまでの活動について，実施時期は適切であったか，時数の配当に過不足はないかなどについて，育

成を目指す資質・能力を中心に，生徒の学習状況等を適切に把握しながら必要に応じた計画の見直し

を適宜行うことが考えられる。

第3章 年間指導計画の作成
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定期購読のご案内

「各教科等における指導の充実・改善」「校内における教員研修の充実」
「学校段階等間の接続を踏まえた指導」
「学級経営の充実」「個に応じた指導の充実」
「言語活動の充実を通した授業の改善」「学校における安全教育の充実」

令和6年度 今、改めて考える
子供の学びと各教科等の指導

を読めば、

学習指導要領に基づく授業ができる！

令和6年度年間テーマ：
学習指導要領の

よりよい実施に向けて

学校、教育委員会の方々へ届ける文部科学省編集の月刊誌

電子書籍でも読める！
令和2年4月号から『初等教育資料』の電子書籍販売がスタートしています。

で検索をお願いします。

電子書籍  初等教育資料

東洋館出版社に直接申込み

①東洋館出版社のホームページからの申込み［クレジットカード決済］
インターネットで『初等教育資料』と検索し、東洋館出版社のホームページからお申込み下さい。
定期購読：年間購読／送料無料 ＆ 10％off！

　月額課金／お客様のタイミングで申込み・解約ができる！
　単品注文：お好きな号を1冊からご購入いただけます！

　下のQRコードよりお申込みページに進み、特集テーマをご確認下さい

　東洋館出版社ホームページURL：https://www.toyokan.co.jp

②FAXでの申込み
下記「FAX申込み記入欄」に、ご注文内容と送品先をご記入いただき、FAX送信して下さい。
郵送されてくる振込用紙を使って、代金をお支払い下さい。お振込みを確認次第、商品を発送いたします。

書店申込み

・貴校でお取引している書店様にてお申込み下さい。

ご 注 文 方 法 に つ い て

下記申込み欄に必要事項をご記入いただき、東洋館出版社にFAX送信してください。
後日郵送する振込用紙にて代金をお支払い下さい。ご入金確認後に商品を発送いたします。

FAX送信先 03-5281-8092

F A X 申 込 み 記 入 欄

ご希望の商品にチェックを入れて下さい。

※写真提供：IYO／PIXTA（ピクスタ）

（〒 ― ）
お届け先

学校名
or 氏名 電話：

都  道
府  県

【定期購読注文】

□初等教育資料（2024 年 4 月号～ 2025 年 3 月号）

年間定期購読　税込み 9,240 円＋送料 1,800 円

定期購読（年間・月額）
お申込みページはこちら

単月購入
お申込みページはこちら

東洋館出版社HPでも電子書籍を購入できる！

最新の教育情報をイチ早くお届け！
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学 習 指 導 要 領に基づいた

より確かな情 報を発 信する

文部 科 学 省 編 集の月刊 誌

編集：文部科学省教育課程課／幼児教育課
定価：770円（税込み）　B5判・平均102頁

特集Ⅱ：学習指導要領に基づく確かな授業づくりに触れるコーナー
毎月、教科等ごとに学習指導要領に基づく授業づくりの考え方と授業実践を紹介します。メインテーマは、
その教科等でいま最も重要課題とされる事柄を教科調査官自身がピックアップして特集します。教科等の確か
な理解、最新の教育課題は何か、授業づくりの様々なヒントを得ることができます。

初等教育資料　編集担当紹介（視学官・教科調査官）

志民 一成
文部科学省初等中等教育局
視学官

小林 恭代
文部科学省教育課程課
教科調査官

熊谷 有紀子
文部科学省教育課程課
教科調査官

塩見 英樹
スポーツ庁政策課
教科調査官

岩田 悟
スポーツ庁政策課
教科調査官

堀田 竜次
文部科学省教育課程課
教科調査官

早川 優子
文部科学省教育課程課
教科調査官

和久井 伸彦
文部科学省教育課程課
教科調査官

平手 咲子
文部科学省幼児教育課
幼児教育調査官（併）教科調査官

※すべて国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官を併任

大塚 健太郎
文部科学省教育課程課
教科調査官

小倉 勝登
文部科学省教育課程課
教科調査官

笠井 健一
文部科学省教育課程課
教科調査官

有本 淳
文部科学省教育課程課
教科調査官

齋藤 博伸
文部科学省教育課程課
教科調査官

国語 社会 算数 理科 生活・総合的な学習の時間

音楽 図画工作 家庭 体育（運動） 体育（保健）

道徳 外国語活動・外国語 特別活動 幼児教育

令和6年度のテーマは

学習指導要領全面実施 5年目を迎え、教育活動の更なる改善・充実を図るために、学習指導
要領の趣旨を実践において具体化するためのポイントを発信していきます。

「学習指導要領のよりよい実施に向けて」！

特集Ⅰ：教育現場における最重要課題を理解するコーナー
4月号　　各教科等における指導の充実・改善①（国語、社会、算数、理科、生活、音楽）
5月号　　各教科等における指導の充実・改善②

　（図画工作、体育、家庭、外国語、道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
6月号　　校内における教員研修の充実
7月号　　学校における安全教育の充実
8月号　　学校段階等間の接続を踏まえた指導①（幼児教育、国語、社会、算数、理科、生活、音楽）
9月号　　学校段階等間の接続を踏まえた指導②

　（図画工作、体育、家庭、外国語、道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
10月号　地域社会との連携を生かした教育活動の充実
11月号　幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進・充実
12月号　個に応じた指導の充実①（国語、社会、算数、理科、生活、音楽）
1月号　　個に応じた指導の充実②（図画工作、体育、家庭、外国語、道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
2月号　　言語活動の充実を通した授業の改善
3月号　　学級経営の充実

好評！レギュラーコーナー
子供が輝く学校づくり
校長として、学校や地域の自然や伝統等の特色を生かし、どの
ような目指す子供像を掲げ、家庭や地域と連携しながら学校を経
営しているかをエピソードを交え紹介します。

StuDX Style　～新たな学びのステージ～
小学校での ICT 端末の活用を授業改善につなげるため、ICT の

「特性・強み」を踏まえた「機能」面に着目し、実用的なノウハ
ウや授業における活用のポイントを紹介します。誌面の二次元コー
ドから、原稿に関する資料をダウンロードすることができます。

各教科等における
指導の充実・改善①

　令和２年４月に小学校学習指導要領（平成29年告示）が全面実施されてから、令和６年
度で５年目を迎える。
　『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　総則編』には、教育課程の実施に向けて、

「各教科等の指導に当たって、⑴ 知識及び技能が習得されるようにすること、⑵ 思考力、判
断力、表現力等を育成すること、⑶ 学びに向かう力、人間性等を涵養することが偏りなく
実現されるよう、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、児童の主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと、その際、各教科等の『見方・考え方』
を働かせ、各教科等の学習の過程を重視して充実を図ること」と記されている。このように、
各教科等の指導の充実・改善に当たっては、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改
善が軸となるのである。
　さらに、本誌令和５年５月号、９月号、令和６年１月号の座談会においては、教師が、資
質・能力の育成を行うという意識の高まりは認められるが、主体的・対話的で深い学びの視
点が目的化されている状況が見受けられることや、深い学びに関しては、理解はされつつあ
るが、実際の指導においては、どのように授業改善してよいのかが分からないといった状況
も見受けられることなど、成果と課題が指摘されている。
　４月号では、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を軸とした指導の充実・改
善について論説を示し、幼児教育、国語科、社会科、算数科、理科、生活科、音楽科におけ
る指導の充実・改善について各調査官が論説事例を示す。

特集
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リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル

事
業
指
定
校
と
し
て

　令
和
五
年
度
、
本
校
は
文
部
科
学
省

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業
指

定
校
と
し
て
の
取
組
を
行
っ
た
。
取
組

の
推
進
に
当
た
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を

「
探
究
的
な
学
び
」
と
し
、
授
業
で
は
、

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
「
課
題
の
設
定
」

「
情
報
の
収
集
」「
整
理
・
分
析
」「
ま

と
め
・
表
現
」
を
意
識
し
、
実
践
し

た
。本

事
業
を
契
機
に
、
愛
知
県
春
日
井

市
、
静
岡
県
吉
田
町
へ
複
数
回
訪
問

し
、
学
習
者
主
体
の
先
進
的
な
取
組
を

視
察
し
た
こ
と
で
、
大
い
に
学
び
を
広

げ
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
視
察
で

の
学
び
を
踏
ま
え
、
年
間
四
回
授
業
公

開
を
す
る
こ
と
で
、
取
組
の
成
果
を
県

内
外
へ
発
信
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、

公
開
し
た
授
業
の
中
か
ら
一
年
生
と
六

年
生
の
事
例
を
報
告
す
る
。

一
年
生
：
デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
の
活
用

　一
年
生
で
あ
っ
て
も
、
一
人
一
台
端

末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
日
常
的
に
フ
ル

活
用
し
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
し

た
授
業
を
年
度
当
初
よ
り
行
っ
て
お

り
、
単
元
の
ゴ
ー
ル
や
本
時
の
課
題
、

学
び
の
進
め
方
等
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
に
記
載
し
「
学
び
の
手
引

き
」
と
し
て
、
子
供
と
毎
時
間
共
有
し

て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド

上
の
デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活

用
し
、
子
供
が
一
人
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
自

分
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
活
動
も
行
っ

て
い
る
。

　例
え
ば
、
生
活
科
で
「
虫
の
す
み

か
」
の
設
計
図
を
作
成
す
る
場
面
で

は
、
実
際
に
自
分
が
観
察
し
た
こ
と
を

基
に
、
材
料
等
の
必
要
な
情
報
を
教
科

書
や
図
鑑
か
ら
集
め
、
工
夫
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
た
。
子
供
は
、
友
達

が
作
成
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
い
つ
で
も

参
照
で
き
る
の
で
、
他
の
人
の
や
り
方

を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活
科
の
学

習
の
中
で
、
本
や
他
の
人
の
考
え
方
な

ど
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
力
も
身
に
付

く
よ
う
に
し
た
。

　こ
の
授
業
で
は
、
教
師
の
全
体
指
示

は
、
設
計
図
の
作
り
方
の
説
明
に
注
力

し
、
授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
子
供
が
自
ら

思
考
し
、
表
現
す
る
時
間
に
な
る
よ
う

に
し
た
。
教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
し
、
身
近
な
生
活
に
関
わ
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図１　「学びの手引き」
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